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イ スパ ニ カ42 (1998)

imperfecto de cortesia y modestiaに つ い て*

山村 ひろみ

 スペ イ ン語のimperfectoに はimperfecto de cortesia y modestia(以 下,婉 曲

のimp.)と 呼 ばれる用法がある。 この用 法はimperfectoが 使 用 され ているに

も拘わ らず,そ の表す事態が発話時に言及する とい う点で特異である。本稿は,

この婉 曲のimp.の 実 態 を観察 し,そ の結果 を もとに,同 用 法が生起するため

の合理的な メカニズムを考察 して いくことを目的 とする ものである。

1. 先 行研究の解釈

 まず,先 行研究 にお ける婉 曲のimp.の 扱 いを見てみ る。従来,こ の用 法に

ついては,imperfectoに 対 す る解釈 の違いが如実に反映 された,ア スペ ク ト的

観点か らの説明 と時間関係的観点か らの説明が行われて きた。 この うち前者の

代表 と思われ るのは,次 のGili Gaya (1979:161)で あ る。

"El aspecto de la accion inacabada explica tambien que se use este tiempo en

el lugar del presente, en el llamado imperfecto de cortesia. […] Enunciamos

modestamente nuestra pregunta o nuestro deseo en imperfecto, como algo

iniciado cuya consumacion o perfeccion hacemos depender de la voluntad de la

persona a quien nos dirigimos."

 この説明によれば,婉 曲のimp.が 現在形の代わりに用いられるのは,そ の

未完了アスペク トによって,い ったん開始された当該事態の完遂が聞き手の意

向に依存しているかのように解釈されるか らとい うことになる。

 他 方,時 間関係的説 明の代表 として は,以 下のRojo (1974:118)が あ げ られ

る。

"La irrealidad de lo expresado me parece el significado fundamental conseguido

mediante la dislocacion del sistema temporal en el sentido de usar formas de

anterioridad para indicar una relacion de simultaneidad. […] hay tres usos que

parecen responder directamente a esta transferencia de formas: los llamados

"de cortesia"
, "preludico" e "irreal"".
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 上の説明によれば,発 話時事態の婉曲用法としてimperfectoが 用いられる

のは,そ れが同時関係を示すために前時性の形式を使 うという時制体系のズレ

を利用 した非現実用法のひとつだからということになる。

 この二説のうちどちらがより有効なのか,そ れとも,両 方とも無効なのか。

それを判断するには,ま ず,婉 曲のimp.の 実態を把握 し分析する必要があろ

う。そこで,次 節ではこの用法の実態観察を行な う。

2. 観 察

 婉 曲のimp.は,そ れ が出現する文のタイプに したが って疑問文,1人 称 平

叙文,意 見提案文 とい う3つ のグル ープ に分ける ことが できる。以下では,こ

のグループ ごとに問題 のimperfectoが どの よ うな実態を見せ るのかを観察 し

てい く。

2.1. 疑 問 文

1) ?Que deseaba usted? (Gili Gaya 1979:161)

2) ?Me llamaba usted? (Fernandez Ramirez 1986:270)

 疑問文に出現 した婉曲のimp.は,以 下にあげる理由から,上 でみた従来の

説明では解釈しにくいと思われる。

 まず,ア スペク ト的観点に基づく説明から見る。この説明によれば,婉 曲の

imp.の 含意する丁寧さは,話 者が当該事態の完遂の是非を聞き手に委ねるこ

とによって生 じるものであった。しかし,こ れを1),2)の ように聞き手が

主語となっているような文に適用すると,そ れは却って発話時の状況を無視 し

た聞き手に対 して失礼な表現になってしまうとい う問題が生 じる。

 時 間 関係的説明に も問題はある。Rojoに よれば,婉 曲のimp.と は 基準時 と

同時関係にある事態をあえて前時 関係 を示す形式で表 した ものであるが,後 で

見るよ うに,こ の前時関係はimperfectoの み な らずpreteritoに よ って も表 出

可能な ものである。な らば,preteritoもimperfecto同 様,婉 曲の一形式 として

用い られる ことが予想 され るが,実 際 にその ようなこ とが起 こることはない。

なぜpreteritoは 婉 曲の用法 として使用 され ないのか。Rojoの 説 明はこの間い

に対 して答 えるこ とができないのであ る。

 次に,疑 問文における婉曲のimp.の 出現環境を見る。先行研究が言 うよう

に,婉 曲のimp.がpresenteに 等しいならば,そ れは専ら発話時に言及 した環

境で出現することになるが,果 してその実態はどうなのか。それを検証するた
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めに,以 下のイ ンフォーマ ン ト調査 を実施 した。つ ま り,3)～5)の よ うな

文 脈 を 提 示 した 上 で,問 題 の 疑 問 文 を発 話 す る と した らa) presente,

 b) imperfectoの どち らを選択す るか を問 うたのであ る。イ ンフオーマ ン トは

3人 で,複 数回答 も可 とした。

3) Tu entras en un bar. El dueno del bar te pregunta lo que vas a tomar

   diciendo: a) Buenas tardes, ?que desea usted? ○ 2/3 b) Buenas tardes,

  ?que deseaba usted? ○ 1/3△ 1/3

4) Tu entras en una verduleria. Pero como el dueno esta atendiendo a otra

   senora, no puede atenderte. Y despues de haber salido la senora, el dueno se

   dirige a ti y te pregunta lo que vas a comprar diciendo: a) Senora, ?que

   desea? ○ 1/3 b) Senora, ?que deseaba? ○ 3/3

5) Tu eres secretaria. Tu jefe te llama desde su despacho, pero no puedes

   contestarle porque estas hablando por telefono con un cliente muy

   importante. Despues de colgar el telefono, vas corriendo a su despacho y le

   dices: a) Perdon, ? me llama usted ? ×2/3 b) Perdon, ? me llamaba

   usted ? ○ 3/3

 インフォーマン ト調査の結果によれば,1)と2)で はimperfectoが 出現

する環境に違いのあることが分かる。1)は3)の ような発話時に言及 した状

況でも出現することができるが,2)は5)の ように何らかの形で過去時に言

及した状況で使用されるからである。 しかし,1)は 常に発話時に言及するわ

けではない。3),4)の 結果からすると,そ れ も過去時に言及した文脈で用

いられるのが一般的であ り,発 話時に言及した文脈で出現することは少ないか

らである。以上のことから,疑 問文に出現する婉曲のimp.は 必ず しも発話時

事態に言及するわけではないと言 うことができる。

 さ らに,婉 曲のimp.とcondicionalと の 関係 も見てお きたい。先行研究では

しば しば婉曲 のimp.と 婉 曲 のcondicionalと の 置換性 が指摘 され るか らであ

る1)。 しか し,本 稿 のイ ンフォーマ ン ト調査の結果 を見 る限 り,少 な くとも

疑問文に出現する婉曲のimp.がcondicionalに 置 換 され ることはな い と言 える。

以下の よ うに,1)をcondicionalに 置 き換 えた6)が1)と 同 じ文脈 で用い

られる こ とはたいこと が確認 され たか らである 。

6) Buenas tardes, ?que deseaba/#desearia usted?2)
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2.2. 1人 称 平叙文

 このグループは7)～10)が 示すように,主 語が1人 称でかつその願望や要

求を表した平叙文に出現 した婉曲のimp.か らなる。

7) Iba a preguntarle una cosa, Maria. (Gutierrez Araus 1995:54)

8) Venia a pedirle un favor, D. Jose. (Ibid.)

9) Queria pedirle un favor. (Rojo 1974:119)

10) Queria una chaqueta de piel. ?La tienen?(筆 者 作 成)

 アスペク ト的観点に基づく説明によれば,婉 曲用法でimperfectoが 使用さ

れるのは話者の願望 ・要求が聞き手の意向に依存した形で表されるか らとい う

ことであったが,こ こでもその主張は受け入れがたい。なぜなら,も しそれが

正しければ,本 来imperfectoで 表出されるのは不定詞部分になるはずなのに,

以下の例が示すように,実 際にその部分が婉曲のimp.と して出現することは

ないか らである。

7) '# Le preguntaba una cosa, Maria.

9) '#be pedia un favor.

 ま た,imperfectoの 未 完了性 に基づ くアスペ ク ト説に従えば,そ の最小対で

あるpreteritoに よ つて表 出 された事態は,imperfectoの 場 合 とは逆に,常 に当

該事態の完遂を表す こ とが予想 されるが,そ れは11)が 示す よ うに,必 ず しも

preteritoの 実 態 とは一致 していない。

11) Giovanni, sin pensar, se acerco corriendo y de pie, frente al doctor, quiso

   decirle:" […]", pero se hizo un nudo en la garganta.

   (K. Miyazawa [trad. M. Watkins]: Tren nocturno de la via lactea 67)

さらに,こ のグループのimperfectoの 出 現環境 も問 うこ とができる。

12) Tu tienes un asunto sobre el que quieres hablar con Maria, tu jefa, pero

   como ella esta muy ocupada, no puedes localizarla. Un dia, por casualidad, te

   encuentras con ella en el pasillo y le dices: a) Voy a preguntarle una cosa,

   Maria, ?tiene tiempo? ○ 1/3 b) Iba a preguntarle una cosa, Maria, ?tiene

   tiempo? ○ 2/3

13) Tu vas a una seccion del Ayuntamiento para solicitar algo. Abres la puerta

   de la seccion y le dices al encargado: a) Buenos dias, vengo a solicitar～.

   ○ 2/3 b) Buenos dias, venia a solicitar～. ○ 1/3 △ 1/3

14) Tu entras en una boutique y le dices a la senorita que te atiende:

   a) Hola, quiero una chaqueta de piel. ?La tienen? ○ 1
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   b) Hola, queria una chaqueta de piel. ?La tienen? ○ 2/3 △ 1/3

 上 の イン フォーマン ト調査 の結 果に よれ ば,1人 称 平 叙文 にお け る婉 曲の

imp.も,疑 問文の場合 と同様,必 ず しも発話時 に言及す るわ けではな い と言

える。

 他 方,こ の グループのimperfectoのcondicionalと の 置換性 は大変興 味深い。

次の例が示す ように,そ の中にはcondicionalに 置 換で きる もの とで きない も

のがあ り,同 様に,婉 曲のcondicionalの 中 に もimperfectoに 置 換 できるもの

とできない もの とが あるか らである。

15) Buenos dias, venia/#vendria a solicitar～ .

16) Hola, queria/querria una chaqueta de piel .

17) Me #gustaba/gustaria hablar con usted .(筆 者 作 成)

2.3. 意 見提案文

 最 後 のグループは18),19)の よ うに,何 らかの意見を提案す る際 にその語

調 を和 らげるために用 い られ る婉 曲のimp.で あ る。

18) A mi juicio, este chico merecia aprobar. (Porto Dapena 1989:98)

19) Algunos delincuentes, a mi juicio, debian entrar en un psiquiatdco. (Gutierrez

 Araus 1995:54)

 こ の グル ープのimperfectoに つ いて も,先 に見たグル ープ と同様の理由で,

従 来 の説明は不十分である。また,イ ンフォーマン ト調査の結果に よれば,当

該imperfectoの 出現環境,お よび,condicionalと の置換の問題に関 して も,他

の グループ と同 じ現 象が起 こるこ とが確認 された。

20) Tu eres profesor (a) de espanol y compartes una clase con el profesor A
. En

    un examen el profesor A suspendio a un chico porque segun el su

    comportamlento en la clase era demasiado malo. Pero piensas que ese chico

    no es tan malo como piensa el, asi que le dices al profesor A: a) A mi juicio
,

   este chico merece aprobar. ○ 3/3 b) A mi juicio
, este chico merecia aprobar.

    × 1/3 c) A mi juicio
, este chico mereceria aprobar. ○ 2/3

21) Estas en una reunion donde se discute el tratamiento de los delincuentes
.

   Ya han salido varias opiniones, pero estas callado porque no estas de acuerdo

   con ninguna de ellas. Ahora el presidente de la reunion se dirige a ti y

   dice: Y a usted, ? que le parece este asunto ? Y le contestas diciendo: a)

   Algunos delincuentes, a mi juicio, deben entrar en un hospital
. ○ 1/3 b)
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   Algunos delincuentes, a mi juicio, debian entrar en un hospital. ○ 3/3

 20)の よ うに,過 去の事態に言及 した文脈に出現す るimperfectoは 通 常そ

の事態が成立 した際の状況 と解釈 され る。 そのため,20b)は 話 者の控えめな

発言 とい うよ りは,逆 に,そ の過去の事態に対す る非難 と解 されるこ とさえあ

る。 この例においてcondicionalが 選 択 されたのは,そ の よ うな誤解を避けな

が ら婉曲な表現をす るためで あろ う。一方,発 話時 事態 に言 及 した21b)に は

20b)の よ うに過去時事態 の状況 と解釈 される可能性はない。その結果,そ れ

は問題な く婉曲のimp.と して理解 される。

2.4. ま と め

婉曲のimp.の 実態 は,次 の よ うにま とめ られ る。

(1) 婉 曲のimp.の 実 態は,ア スペ ク ト的観点に基づ く解釈,時 間関係的観

 点 に基づ く解釈のどち らに よつて も十分に説明 されない。

(2) 従 来 婉曲のimp.と 見 な されてきた用例の中には,過 去の事態に言及す

 る もの と非過 去の事態 に言及する ものが ある。 この うち純粋の婉曲のimp.

 と言 えるのは後者であ る。

(3) 非 過 去の事態に言及す る婉曲のimp.に は,condicionalに 置 換できる も

 の とできない ものがあ る。

 これらの結果をもとに,婉 曲のimp.の 実態をより整合性のある形で説明す

るには,ど のような枠組みを採用すればよいのだろうか。以下では,そ のひ と

つとして,時 間関係説の立場を取るRojo (1974)と それに修正を加えた山村

(1996)を 取り上げ,そ の有効性を検証していく。

3. 考 察

3.1. Rolo (1974)

 Rojo (1974:73-74)に よれば,言 語的時性 とは基準時 とそれ に対す る方 向,

す なわち,そ の時間関係によつて規定 され るものであ り,こ の考えに従 つて,

彼 はpreterito, imperfecto, presenteの 機 能を次の ように公式化 した。

preterito=O-V imperfecto=(O-V)oV presente=OoV

 Oはorigenと 呼 ばれ,通 常,発 話時 と解 される。また,-V, oVは それぞれ

前時性,同 時性 とい う時 間関係 を示 した ものである。従 って,Rojoに よれば,

preteritoは 発 話時 よ り前の事態を,ま た,imperfectoは 発 話時 より前にある時

点 と同時関係 にある事態 を示す ことになる。一方,同 じRojo (1974:118)は,

29



婉曲のimp.と は 発話時 と同時関係にある事態をあえて前 時関係 を示 す形式で

表出す る非現実用法の一つである とも述べていた。 しか し,こ の説 明は,上 の

preteritoお よびimperfectoに 対 す る規定 と照合 してみる と問題である。なぜな

ら,彼 の言 う前時性,す なわ ち ‐Vは,imperfectoの み な らずpreteritoの 規 定

に も含 まれてお り,そ の点か らすれば,imperfecto同 様,preteritoも 婉 曲用 法

として使用 され る可能性があ るに も拘わ らず,そ のよ うなこ とが起 こる ことは

ないか らである。 なぜpreteritoは 婉 曲の用法 として用 い られな いのか。 Rojo

の 説 明は この問 い に答 える こ とが で きな い 。 つ ま り,Rojoの 解 釈 では,

imperfectoの 示 す前時性 とpreteritoの 示 す前時性の違いが説明 されないのであ

る。

3.2. 山 村(1996)

 Rojo (1974)の 問 題点の解消を 目指 し,preteritoの 前 時性 とimperfecteの 前

時性の違いを明確に したのが,こ こで見る山村(1996)で あ る。それ によれ ば,

preterito, imperfecto, presenteは そ れぞれ 以下 のよ うに規 定 され る。なお,

imperfectoの 公式 にあるPは 既定の過去時 とい う規準時 を示 した もので ある。

preterito=O-V imperfecto=PoV presente=OoV

 この規定に従 うならば,preteritoの 前時性は基準時である発話時に対する時

間関係 としての前時性であるのに対 し,imperfectoの それは基準時そのものが

発話時より前にあることを示 したものであることが分かる。

 さて,こ の分析では,imperfectoはpresenteの 基 準時が既定 の過去時Pに

シフ トした もの と見な され ているが,こ れはimperfectoに よ って表 出され た

事態がすべて対応す るpresenteに よ って書 き換 え られる ことを意味す る。 ま

た,上 の分析 によれば,あ る事態がimperfectoに よ って表 出 され るためには,

そ の基準時 とな る既定の過去 時Pが 必ず設定 され ていなけれ ばな らな いこ と

も分か る。今,imperfectoに 関 する これ ら二つの条件 を もとに先 に見 た例 を分

析 してみ ると,次 の よ うになる。

4) imperfecto: ? Que deseaba? →presente: ? Que desea? /Pの 設 定:可

  (お 客 を 待 た せ て い た 間)

7) imperfecto: Iba a preguntarle una cosa .→presente: Voy a preguntarle una

  cosa./Pの 設 定:可(聞 き 手 に 会 え な か っ た 間)

7)' imperfecto: #Le preguntaba una cosa.→presente: #Le pregunto una cosa .

 /Pの 設 定:可(聞 き 手 に 会 え な か っ た 間)
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19) imperfecto: A mi juicio, este chico merecia aprobar.→presente: A mi

  juicio, este chico merece aprobar./Pの 設 定:可(当 該 学 生 が 落 第 し た

  時)

 4),7),19)は どれ も過去の事態に言及しているので,純 粋の婉曲のimp.

とは言えない。しか し,こ れ らの例に出現したimperfectoも 前述の二条件の

両方を満たしている点は確認 しておきたい。そうすることによって特に前述の

7)'が なぜ不適切かが明らかになるからである。7)'は 文法的な文ではあるが,

7)と 同じ文脈で用いることはできない。その理由は当該文をpresenteに 置

換した文の意味を考えてみれば容易に理解されるだろう。つまり,そ れは強い

断定口調 とな り,婉 曲用法の指向する控えめな表現にはそぐわないからなので

ある。

次に,非 過去の事態に言及した純粋の婉曲のimp.を 分析してみる。

 3) imperfecto: ? Que deseaba? →presente: ? Que desea?/Pの 設 定:不 可

   /condicionalと の 置 換:不 可

 10) imperfecto: Queria una chaqueta→presente: Quiero una chaqueta./Pの

   設 定:不 可/condicionalと の 置 換:可

 19) imperfecto: Algunos delincuentes, a mi juicio, debian entrar en un

   psiquiatrico.→presente: Algunos delincuentes, a mi juicio, deben entrar en

   un psiquiatrico./Pの 設 定:不 可/condicionalと の 置 換:可

 非 過 去 の 事 態 に 言 及 し たimperfectoで はpresenteに よ る 置 換 は 可 能 だ が,

既 定 の 過 去 時Pの 設 定 は 不 可 能 と な る 。 す な わ ち,純 粋 の 婉 曲 用 法 と な る

imperfectoの 問 題 点 は そ のPを い か に 設 定 し て い くか に あ る の で あ る 。 ま た,

非 過 去 のimperfectoに はcondicionalに 置 換 で き る も の とで き な い も の が あ っ

た が,こ の 違 い が 何 に 基 づ く の か も 問 題 で あ る 。 次 節 で は,こ れ ら の 点 が 山 村

(1996)の 枠 組 み で ど の よ うに 解 釈 ・分 析 さ れ る の か を 見 る 。

3.3. 非 過 去の事態に言及するimperfectoの 分 析

 純粋の婉曲用法となるimperfectoの 問題は,そ のPを いかに設定するかと

い う点にあるが,そ れに対して,本 稿は次のような解決策を考えている。

 今,基 準 時 を考 えるにあた り[± 発 話時(=O)]と い う素性 を仮定す るな ら

ば,imperfectoの 基 準時Pは[-O]と な る。この[-O]は,[+O]がterritorio actual

を 形成す るのに対 し,territorio inactualと い う仮想領域 を形成する と解釈す る

ことができる。この解釈の妥 当性は,22)の よ うな条件 文の帰結節にimperfecto

31



が出現可能であるという事実によって支持され よう。

 22) Si me encontrara con ese hombre, le diria/decia un par de verdades que

   pienso sobre el. (Gutierrez Araus 1995:46)

 つ ま り,非 過 去 の 事 態 に 言 及 す るimperfectoの う ちcondicionalに よ っ て 置

換 可 能 な も の は,文 脈 か ら推 定 さ れ る 仮 定 条 件 を そ のPと 見 な す こ と が で き

る の で あ る 。 そ うす る と,先 に 見 た16)は 次 の よ う に 分 析 さ れ る こ と に な る 。

 16) Queria/Querria una chaqueta de piel.

   =[Si fuera posible] , Queria/Quenia una chaqueta de piel.

 16) で はsi fuera posibleと い う仮 定 条 件 がPと し て 設 定 され,imperfectoで

表 さ れ た 事 態 は そ のPに 対 し て 同 時 関 係 を 示 す と 解 釈 さ れ る 。 こ の 時 注 目 す

べ き は,こ の 仮 定 条 件Pに 対 し て 同 時 関 係 を 示 すqueria～.とcondicionalの

querria～.の 間 に 大 き な 意 味 の 違 い が な い と い う 点 で あ る 。 以 上 の よ うな 操 作

を 仮 定 す る な ら ば,condicionalに 置 換 さ れ な いimpelfecto文,逆 に,imperfecto

に 置 換 さ れ な いcondicional文 の 説 明 も 可 能 に な る 。

 6) Buenas tardes, ? que #desearia usted? 

   =Buenas tardes , [si fuera posible], ?que #desearia usted?

 17) Me #gustaba hablar con usted.

   =[Si fuera posible] , Me #gustaba hablar con usted.

 6) がcondicionalに 置換されないのは,上 の分析に明らかなように,そ う

すると実際の発話状況と矛盾することになって しまい,結 果的に聞き手に対し

て失礼な発言となるか らである。他方,17)がimperfectoに 置換されないの

は,そ れが発話時における話者の好悪は表 しても,対 応するcondicional文 の

ように,そ の願望を表すことはできないか らと思われる。

 しかしながら,非 過去の事態に言及する婉曲のimp.の すべてが上のような

仮定条件を設定 した上で出現 した とは考えにくい。とりわけ,condicionalに 置

換できない当該文に前述の仮定条件を設定することは全く妥当性を欠いたもの

となろう。それではcondicionalに 置換できない婉曲のimp.は どのように分析

されるのか。 この問題について本稿は次のよ うに考える。すなわ ち,当 該

imperfecto文 では,丁 寧さの表出のために直接的表現を回避 したいという話者

の語用論的要請から,基 準時が発話時から仮想領域Pに シフ トされ,合 わせ

て当該発話行為もその仮想領域において展開すると仮定されることになると解

釈するのである。
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 ?Que desea usted? 

=[+O]oV→[-O]oV

=[+O](que desea usted) =[-O](que desea usted)

={yo digo}(que desea usted) ={yo decia}(que desea usted)

 = ?Que deseaba usted? 

 ?Que desea usted?は 発 話時(=[+O])を 基 準時 と し,そ れ に対 して同時関

係にある事態 を示 した ものである。 しか し,そ の基準時が上図の ように[+O]

か ら[-O]に シフ トされ る と,そ れは[-O]に 対 して同時関係を示す ことにな

るため,結 果的に,?Que deseaba usted?と い う形で表出 されるこ とにな る。

この時重要なのは,[-O]と い う仮想領域に置かれ るのが{yo decia}に よ って

示され る発話行 為自体 とい う点で ある。つま り,婉 曲のimp.が 持 つ丁寧 さの

ニュア ンスとは,話 者が 自分 の発話行為を現実 の発話場面 とは異なる仮想領域

Pに おいて展開する もの として提示する ことによって生 じる ものなのであ る。

 以上,非 過去の事態に言及する婉曲のimp.のPが どのように設定されるか

を検討 してきた。その結果,文 脈から推定される仮定条件をPの 代用とする

案と,話 者の語用論的要請から臨時に設定される仮想領域をPと して導入す

る案が提起されることになったが,こ れら二案は決 して排他的なものではない。

どちらの案を取ったにせよその結果である出現形式は同じimperfectoと なるか

らである。このような観点か らすれば,condicionalに 置換可能なimperfectoの

ためだけに特別な仮定条件Pを 設定する必要はなくなると思われる。確かに,

婉曲のimp.の 中にはcondicionalに 置換できるものはあるが,そ のことが当該

事態のimperfectoに よる表出の決定要因となっているわけではないからであ

る3)。以上のことから,本 稿は,婉 曲のimp.と は,丁 寧さの表出のために直

接的表現は避けたいという話者の語用論的要請から,そ の発話行為自体が発話

時の代用として臨時に設定された仮想領域Pに おいて展開するもののように

提示される表現であると考えることにした。この結論は,imperfectoが 過去時

に言及するか否かは,そ の出現に不可欠な既定の過去時Pが いかに設定され

るかという問題に他ならないとする見解に基づいたものであるが,こ の考え方

からすれば,従 来imperfectoの 例外用法と言われてきた婉曲のimp.も,結 局

は,そ の基本的機能PoVが 語用論的に拡大されたものにすぎないとい うこと

になる。
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4. 結 論

 これまで考察してきたことは,次 のようにまとめられる。

(1) 婉曲のimp.の 実態は,従 来のアスペク ト的観点,時 間関係的観点のい

 ずれによっても十分に説明されない。

(2) 婉曲のimp.が 生起するメカニズムは,imperfectoをpresenteの 基準時

 が既定の過去時Pに シフ トしたものと考える山村(1996)の 枠組みによ

 って説明することができる。

(3) 婉曲のimp.で は既定の過去時Pが その語用論的代替である仮想領域P

 として設定されることになる.こ の仮想領域Pの 導入により,話 者の発

 話行為は実際の発話時 とは異なるいわば非現実の場で展開するもののよう

 に理解されることになり,そ れが婉曲のimp.に 特有の丁寧さの表出につ

 ながると考えられる。

注

* 本稿 は第43回 日本イスパニヤ学会(1997年10月19日,於 関西外国語大学)に おいて同

題目で発表した内容に修正を加え発展させたものである。

1) Cf. Gutierrez Araus (1996), p.332. Porto Dapena (1989), p98.

2) 例 文 中の#は 当該 形 式 を用 い る こ とが 文 脈 上 不 適 切 で あ る こ とを 示 す 。

3)こ の こ とは6),15)で 見た よ うに,婉 曲 のimp.が 必 ず し もcondicionalに 置 換 で き

るわ け で は な い とい う事 実 に依 って い る 。
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〈Resumen〉

     Sobre el imperfecto de cortesia y modestia 

 YAMANIURA Hiromi 

   En los usos del imperfecto del espanol, hay uno que se llama "imperfecto de cortesia y 
modestia". Este uso es muy peculiar en el sentido de que se refiere a la situacion del presente 
usando la forma del imperfecto. Nuestro trabajo tiene como objetivo observar sus situaciones 
reales e investigar el mecanismo por el que tiene lugar este uso. El resultado se resume como 
sigue:  

• Las situaciones reales del imperfecto de cortesia y modestia no se pueden explicar 

   suficientemente ni por la interpretacion aspectual ni por la interpretacion temporal del 
 imperfecto.  

• El mecanismo por el que tiene lugar el imperfecto de cortesia y modestia se puede 

   explicar aplicando el esquema teorico presentado por Yamamura (1996), segun el cual el 
   imperfecto se considera como equivalente al presente cuyo eje temporal se traslada al 
   determinado punto del pasado.   

• El mayor problema del imperfecto de cortesia y modestia, que es como establecer el 
 determinado punto del pasado que es indispensable para la expresion de una situacion en 
   el imperfecto, se soluciona introduciendo el territorio inactual que puede considerarse 

   como un sustitutivo  pragmatico del determinado punto del pasado.
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